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＜書評＞ 
矢作敏行・川野訓志・三橋重昭編著『地域商業の底力を探る 























第 1 章 中心商店街に浮沈あり- 山形県鶴岡市 
第 2 章 コンパクトシティを先取りした公共施設のまちなか配置-新潟県長岡市 
第 3 章 地盤沈下する中心市街地-山梨県甲府市 
第Ⅱ部 大都市圏における大型店中心のまちづくり 
第 4 章 大型店がけん引するまち-東京都立川市 
第 5 章 中心商業地の混沌と多様性-千葉県船橋市 
第Ⅲ部 地域商業の底力 
第 6 章「商業近代化計画」を超えて-香川県高松市 
第 7 章 個店の力-各地の事例にみる 



































































































































（はしがき 4 頁）であると定義し、地域の中小小売業者のみならず、大型店もチェーン店も含めた。 
矢作敏行・川野訓志・三橋重昭編著『地域商業の底力を探る－商業近代化からまちづくりへ－』 
















































































                                                        
2 加藤司「『所縁型』商店街組織のマネジメント」加藤司編著『流通理論の透視力』第 9 章、千倉書房、
2003 年。 
矢作敏行・川野訓志・三橋重昭編著『地域商業の底力を探る－商業近代化からまちづくりへ－』 



























                                                        
3 加藤司「フラノマルシェは地域内経済循環をいかに高めたか」石原武政他著『フラノマルシェはまち
をどう変えたか:「まちの滞留拠点」が高める地域内経済循環』学芸出版社、第 5 章、2017 年。 
